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１．事業概要
　　アクティビティ販売サイトVoyaginの専門家のアドバイスを受けながら、「サステイナブル・ツーリズム（持続的な観光）」をテーマとした欧米豪旅行者向け体験型コンテンツの開発を行い、販売ページを作成のうえVoyaginホームページ上にて販売を行います。
　　・Voyaginホームページ：https://www.govoyagin.com/
　　・販売期間：令和４年（2022）年３月末日まで（予定）
　　※販売期間中は、ページ掲載料、事業者及び利用者からの問い合わせサポート料等は県が負担するほか、コンテンツ販売時にはVoyaginがウェブ上で決済を代行します（詳細は「７．その他」を参照）。
２．応募条件
（１）岐阜県内に事業所があり、岐阜県内で伝統工芸品製造、伝統・文化・食、自然・アクティビティに関する体験の提供事業者であること。
（２）外国人観光客を受け入れる意思を持ち、原則として月８回以上実施日を設定できること（ただし繁忙期などは応相談）
（３）コンテンツの販売中は、E-mail等により、日本語で連絡が取れる事業者であること。
（４）匠の技を活用した特別なモノづくり体験普段見学できないものを見ることができる特別拝観等が可能であること。
３．連携企業の選考方法
Voyaginの専門家による書類審査、現地視察を実施した上で、体験型コンテンツ開発を行う県内事業者を最終決定します。（審査結果については、事業者様に個別にお知らせします。）
４．申込方法
　　別紙「インバウンド向け体験型コンテンツ開発事業参加申込書」により、下記申込先にE-mailにて提出してください。
５．申込・問合せ先
岐阜県　海外戦略推進課　熊崎、曽貝
TEL: 058-272-8360 　E-mail: c11336@pref.gifu.lg.jp
６．申込期限
令和２年（2020）年１０月２３日（金）（必着）
７．その他
（１）費用分担
	・体験型コンテンツ開発にかかるアドバイス料
・Voyagin販売ページ作成料（英語への翻訳含む）
・Voyagin販売ページ掲載用の写真撮影料
・Voyagin販売ページ掲載料（令和４（2022）年３月末まで）
・Voyaginによる予約・問い合わせサポート料（令和４(2022)年３月末まで）
・通訳ガイドのあっせん
・体験型コンテンツ代金の回収
・キャンセル料の回収
	県が負担

	・体験型コンテンツ実施にかかる費用（人件費、通訳費、材料費等）
	参加事業者又は
体験申込者が負担


（２）販売代金の目安
　　　・１人あたり、概ね10,000円 〜 50,000円程度の販売価格となる体験を想定
　　　　例）体験料10,000円＋英語通訳ガイド料4,000円＋昼食費1,000円 ＝ 15,000円　等
　　　・販売代金には、Voyaginの手数料を含むこと。
（３）想定スケジュール
	令和２(2020)年９月下旬～10月下旬
	参加事業者募集

	令和２(2020)年10月下旬
	第一次選考：書類選考の実施

	10月～12月中
	第二次選考： Voyagin専門家による県内事業者訪問

	令和３(2021)年１月中
２月中
	新商品開発（説明会及びワークショップ等）
体験型コンテンツ完成、販売開始

	
	


　　　　　　　　　
　
８．補足
「サステイナブル・ツーリズム（持続可能な観光）」とは、訪問客、産業、環境、受け入れ地域の需要に適
応しつつ、現在と未来の環境、社会文化、経済への影響に十分配慮した観光のことです。
　岐阜県の強み（魅力）は、先人から受け継がれた「自然」「伝統・文化」「匠の技」（白川郷、世界農業遺産
「清流長良川の鮎」、迂回、中山道、地歌舞伎、刃物、美濃和紙、陶磁器、木工等）などが長い時を超えて、
先人から受け継がれ、日々の暮らしの中で今も息づいているということにあります。
　これらの岐阜県ならではの観光資源は、観光用に作られたものではなく“日本の源流”を感じることができ
るものです。

　これは、2015年９月の国連サミットで採択されたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」の理念に沿うものであ
り、サステイナブル（持続可能）な観光を担うものであると考えております。
また、新型コロナ・ウイルス終息後の、より安全で癒しを求める新たな旅のスタイルにも合致するものです。
　そこで、これまで開発してきたコンテンツを併せて、岐阜県の強みを生かした新しい体験コンテンツを造成
し、「サステイナブル・ツーリズム」を全面に打ち出したプロモーションを行うことで、世界から選ばれる旅
先を目指し、地域の経済や社会の発展につなげ、地域住民が観光による恩恵を実感し、先人たちが守ってきた
地域の価値の次世代に受け継いでいくことができるようにするものです。


・インバウンド向け


・With/After コロナ





【岐阜県 × 楽天連携プロジェクト】


アクティビティ販売サイト「Voyagin」と


体験型コンテンツ開発を行う事業者を募集します。





参加事業者募集！








岐阜県では、飛騨・美濃じまん海外戦略プロジェクトとして、2009年から海外誘客に取り組んできました。


この間、旅行の目的・楽しみ方や嗜好も変化してきました。さらに現在の新型コロナ・ウイルスの影響により、いずれ復活するであろう旅行スタイルは、より安全で癒しを求めるものへの変化が予想されます。


その変化に対応するため、先人から受け継がれて、今なお県内随所の暮らしに息づく「匠の技」「自然」「伝統・文化」など“日本の源流”を感じる体験型コンテンツの開発に取り組みます。


こうした旅行スタイルの提案は、大量消費や過剰な混雑を招かない「サステイナブル・ツーリズム（持続可能な観光）」として、国連が主導するSDGs（持続可能な開発目標）の理念に沿うとともに、コロナ・ウイルス収束後の旅行者のニーズをも満たす、今後非常に重要となるものです。


このたび、欧米豪の旅行者の利用が多い、楽天（株）のアクティビティ販売サイト「Voyagin（ボヤジン）」と連携し、このサステイナブル・ツーリズムを象徴する体験型コンテンツを開発する事業者（企業・団体等）を募集し、皆さまを支援します。


参加を希望される事業者の方は、下記により、E‐mailにてお申込みください。





アクティビティ販売サイト「Voyagin」について





・国内最大規模の訪日外国人向けアクティビティ予約サイト（楽天運営サイト）


　（掲載体験数約3,500、利用者数 約600,000人／年、ＰＶ数 約150～200万／月）


・利用者層：欧米豪が7割を占める。


・ウェブサイト：https://www.govoyagin.com/





ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）と観光について





2015年９月に国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」は、貧困や飢餓の撲滅、教育、ジェンダーの平等、クリーンエネルギーの普及、経済成長、環境保全、平和構築など、１７の目標と各目標から紐づく１６９のターゲットからなり、2030年までの達成を目指している。


特に経済成長と雇用に関する「目標８」、消費と生産に関する「目標１２」、海洋資源に関する「目標１４」の３つの目標には、観光の役割が明記されたターゲットが設定されているが、国連世界観光機関は（UNWTO）は、「すべての目標に対して、観光は直接的、または間接的に貢献する力があり、持続可能な開発目標の達成に向けて、重要な役割を担っている」旨、宣言している。


（観光庁・UNWTO駐日事務所「日本版持続可能な観光ガイドライン」より抜粋）
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